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９月１１日（月）中部地区社会教育担当者会
９月１９日（火）中部地区人権教育懇談会③
9月２０日（水）子育て・家庭教育支援員養成講座③
９月２８日(木）人権教育プログラムファシリテータースキルアップ研修会②
９月２９日(金）鳥取県地域コーディネーター養成講座④

先
月
、
大
分
大
学
の
清
國
先
生
を
招
聘
し
、
「
と
っ
と
り

子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
と
「
第
３
回
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
、二
日
間
に
渡
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
考
え
る
上
で
「
い
い
人
」
の
最
低
限
ス
キ
ル
は
、「
聞
き
上

手
な
人
」
。ま
ず
は
、
「
相
手
を
知
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
「
分
か
り
合
え
な
い
」
こ
と
を

超
え
て
連
携
・
協
働
で
き
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を

創
る
上
で
重
要
。

ま
た
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、
①
場
の
デ
ザ
イ
ン
②
発
言
し
や

す
い
雰
囲
気
づ
く
り
③
人
間
関
係
を
築
く
④
一
定
の
成

果
を
導
く
こ
と
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、
参

加
者
が
学
ん
だ
成
果
を
社
会
に
生
か
す
、
参
加
者
の
学
び

の
質
を
高
め
変
容
に
つ
な
ぐ
、そ
し
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
後
、
「
義
務
」
と
「
責
任
」
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
と
な
り
、自
立
と
協
働
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
10
日
に
第
２
回
子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
員
養
成

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
、
鳥
取
市
こ
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー

森
田
所
長
の
講
義
で
し
た
。
「
大
丈

夫
？
」
と
い
う
声
か
け
で
は
、
「
大
丈
夫
で
す
」
と
返
さ
れ

が
ち
。
重
要
な
の
は
「
決
め
つ
け
な
い
こ
と
」
、
伴
走
し
な
が

ら
共
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、公
認
心
理
師
・臨
床
心
理
士
の
小
林
幹
子
さ
ん

の
講
義
で
し
た
。
「
支
援
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
支
援
す
る
人
・

さ
れ
る
人
に
な
り
が
ち
だ
が
、支
援
と
い
う
よ
り
「
応
援
す

る
」
イ
メ
ー
ジ
。
そ
し
て
、
親
子
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
場

の
提
供
が
大
切
。
傾
聴
は
、
「
耳
を
傾
け
」
、「
目
で
注
意
を

払
い
」
、「
心
を
配
る
」
こ
と
が
大
切
。ま
た
、「
話
を
聞
く
と

い
う
こ
と
」
は
「
教
え
な
い
こ
と
」
。
あ
な
た
が
教
え
始
め
れ

ば
、
相
手
は
黙
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
も
っ
と
聞
き
た
い
内
容

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
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～○○の秋がやってきた！～

【あとがき】

今年は、ようやく大観客に囲まれた夏の甲子園が帰ってきました。

高校球児だった私にとっても憧れの聖地であり、当時高校生だった息

子たちも、県外県内それぞれの高校で聖地を目指していました。残念

ながら夢は叶いませんでしたが、今年の夏は二人の母校が揃って甲子

園出場を果たしました。久々にＯＢとしてアルプススタンドで応援し

ながら、同級生たちとの再会を楽しんだことでしょう。今年の夏の思

い出が、また一つ増えました。

by石ちゃん 住みたい田舎ランキング１位の秘密は！

今
回
は
、
宝
島
社
が
行
っ
た
「
２
０
２
３
年
版

住
み
た
い

田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
１
位
に
な
っ
た
琴
浦
町
の
秘

密
を
さ
ぐ
る
べ
く
、
独
自
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
教
育
・
子

育
て
・
福
祉
は
当
然
な
が
ら
、
３
つ
の
項
目
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
１
は
「
住
み
よ
い
環
境
（
移
住
の
し
や
す
さ
）
」
、

「
移
住
ナ
ビ
」
を
使
っ
た
３
６
０
度
内
覧
シ
ス
テ
ム
で
す
。

移
住
者
は
、
お
試
し
住
宅
で
最
長
１
か
月
ま
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
間
に
、
そ
の
２
で
あ
る
「
就
農
支
援
や

起
業
支
援
」
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
３
は
「
琴

浦
町
の
魅
力
」
で
す
。
牛
骨
ラ
ー
メ
ン
を
始
め
と
す
る
グ
ル

メ
ス
ト
リ
ー
ト
の
「
食
」
、
さ
ら
に
鳴
り
石
の
浜
や
船
上
山
、

熱
波
師
の
い
る
サ
ウ
ナ
に
代
表
さ
れ
る
「
自
然
」
。
そ
し
て

独
自
の
取
組
で
あ
る
、
移
住
者
に
と
っ
て
も
地
元
民
に
と
っ

て
も
使
い
や
す
い
「
補
助
金
シ
ス
テ
ム
の
一
本
化
」
や
「
メ

デ
ィ
ア
戦
略
」
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
を
と
お
し
て
、
他
市

町
も
子
育
て
世
代
・
若
者
世
代
・
シ
ニ
ア
世
代
に
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
部
」
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

８月に人権教育アドバイザー及び市町村人権教育担

当者等研修会が開催され、オフィスピュアの髙﨑恵さん

に、ご講義いただきました。

ワークショップは、参加体験型の学びや活動であり、コ

ミュニケーションの場である。「参加することが、学びで

ある」という学習観だが、基盤は「人権」。学習者に知識

を教えるのではなく、これまで発揮されていなかったチ

カラを引き出し、自分への信頼と尊厳を回復するための

場である。また、ワークショップの３要件は、「誰でも貢献

できる何かをもっている」「結果よりプロセスを大切にす

る」「安心な場の保証」。

とてもパワフルで、もう一度聞き直したい内容がたくさ

んありました。


